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１ はじめに 

2011年3月11日，東北地方太平洋沖地震では，

東京湾岸の埋立地や内陸部の埋立地において大

きな液状化－流動化被害がおきた。 
液状化―流動化による噴砂は，地震の強震動に

よって地下水位が上昇し，地下水面が地表面に達

したときに起こる。このため，地震前の埋立地層

内の地下水位の高低が被害の大小に影響を与え

ると考えられる。つまり，高い地下水位のときは，

強震動によって地下水面がすぐに地表面に達し

噴砂を発生させ，低い地下水位のときは地下水面

が地表に達するまでに長い揺れの継続時間が必

要となる（図１）。 
このため，本調査では，埋立地層内における年

間の地下水位を測定し，埋立地層内の高水位と低

水位を求めた。 
 
２ 調査地域と地質 

調査地は，千葉市美浜区にある環境研究センタ

ー敷地内（図２）であり，この地域は東北地方太

平洋沖地震で液状化―流動化による噴砂や沈下

の被害があった。この地域に埋立地層内にスクリ

ーンをもつ観測井の地下水位を測定した。また，

埋立地層直下の自然地層である沖積層の地下水

位も併せて記録した。埋立地層内にスクリーンを

もつ観測井は，地震後，補修を行い 2011 年 4 月

25 日から測定を開始した。沖積層内にスクリーン

をもつ観測井は，平成 23 年度東日本大震災千葉

県液状化調査業務で掘削したボーリング孔を使

用して 2011 年 11 月 11 日に設置し観測を開始し

た。 
埋立地層の構成は，下端は深度 4.79m であり，

この下端から深度 0.70m まで浚渫砂で構成され，

深度 0.70m から地表まで盛土である。 
 
３ 結果および考察 

 観測結果を図３に示す．調査地における地表の

標高は T.P.（東京湾中等潮位）3.31m である． 
 2011 年 4 月 25 日から 2012 年 8 月 5 日までの

埋立地層内の地下水位において，最低水位は標高

T.P. 1.55m（2012 年 1 月 20 日）であり，最高水

位は T.P. 2.21m（2011 年 5 月 31 日）であった．

この期間における平均水位は，標高 T.P. 1.86m で

あった． 
 埋立地層直下の自然地層である沖積層内の地

下水位の最低水位は T.P. 1.49m（2012 年 1 月 20
日），最高水位は T.P. 1.98m（2012 年 6 月 21 日）

であり，平均水位は T.P. 1.70m であった．各層の

最高水位と最低水位の差が変動幅と考えられ，埋

立地層では 0.66m，沖積層では 0.49m である． 
 また，埋立地層の地下水位は常に沖積層の地下

水位よりも 6～23cm 高い状態であった． 
  
４ 今後 

 埋立地層内の地下水位をコントロールするこ

とにより，液状化―流動化現象による被害をコン

トロールすることができると思われる．本調査は，

このコントロールのための基礎資料として資す

ることができ，今後，継続したデータ採取が必要

である． 
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図１：地下水位の高低による液状化の起こりやす

さ 



 

図２：調査地および液状化―流動化による変形程度（千葉県環境研究センター、赤丸） 
   液状化の被害（A：大 B：中 C：小 D：極小～無）（詳細は、千葉県環境研究センター調査研

究報告 G-8 号） 

 
図３：埋立地（千葉県環境研究センター）における地下水位標高（T.P.) 赤：地表 青：埋立地層の地

下水位 緑：沖積層の地下水位 黒：千葉市の日量降水量（mm/day） 
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